
森 林 環 境 保 全 税 （ 仮 称 ） の 概 要

税 務 課・林 政 課

目 的 県民全体が享受している水源かん養や県土保全などの森林の公益的な

機能を持続的に発揮させるため、県民の広く薄く偏りのない負担により

森林の保全を行い、県民共有の財産である森林を県民みんなで守り育て

る意識の醸成を図る。

課 税 方 式 個人県民税及び法人県民税の均等割の超過課税方式とする。

納税義務者 （個人）１月１日現在に県内に住所・家屋敷等を有する者

（法人）県内に事務所等を有する法人等

超 過 税 率 個人：３００円（現行の個人県民税均等割額１，０００円）

法人：現行の均等割額の３％相当額

資本等の金額の区分 森林環境保全税 現行税額

1千万円以下 ６００円 20,000円

1千万円超～1億円以下 １，５００円 50,000円

1億円超～10億円以下 ３，９００円 130,000円

10億円超～50億円以下 １６，２００円 540,000円

50億円超 ２４，０００円 800,000円

徴 収 方 法 ・現在の県民税均等割の徴収方法による。

（個 人 県 民 税） （法人県民税）

個人事業者 給与所得者 法 人

市 町 村

税 収 規 模 年間 ８，６００万円程度

（ハード事業）税 収 使 途 ・緊急に公益的機能を保全する必要のある森林の整備

（事業例）人工林の強度間伐による広葉樹との複層混交林化

放置された広葉樹林の整備 など

（ソフト事業）・県民が一体となって森林を守り育てる意識の醸成を図る事業

（事業例）企画公募による森林の体験学習等の実施

森林フォ ー ラム等による都市部での啓発活動 など

そ の 他 ・新たに基金を設置し、税収の適正な管理を行う。
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